
金
海
古
一
蹴
志
港
十

今
少
し
に
な
り
糸
切
れ
て
鑓
水
中

へ
孫
る
。
篠
即
出
M
m
米
だ
糊
六
と

い
ひ
け
る
時
‘
橋
下
の
海
中
へ
飛
入
り
‘
鎚
を
と
ら
へ
た
り
。
去
れ

ど
も
深
き
放
に
水
に
溺
れ
‘
既
に
死
せ
ん
と
す
。
各
=
飛
入
り
、
勘
六

を
引
上
げ
た
り
。
役

K
も
可
ν
立
者
也
と
て
、
篠
原
爾
助
の
養
子
陀
命

ぜ
ら
れ
け
り
。
共
の
後
煽
助
氏
子
織
部
出
生
す
。
此
の
級
部
も
十
二
・

三
政
の
時
、
利
長
卿
の
御
前
K
て
鍛
抱
に
て
遊
ば
し
た
る
鷲
を
織
部

取
っ
て
抑
へ
た
り
。
鷲
織
部
が
乎
陀
取
付
き
て
.
爪
を
打
立
て
つ
か

み
て
し
め
た
り
。
共
の
爪
‘
乎
の
肉
K
五
分
程
宛
入
り
た
り
け
り。

さ
れ
ど
も
織
部
貌
を
も
し
が
め
や
ヘ
抑
付
け
て
居
た
り
。
利
長
卿
共

の
併
を
御
覧
な
さ
れ
‘
往
く
/
¥
は
判
長
役
に
立
つ
べ
き
せ
が
れ
左

り
と
血
管
め
給
ひ
し
と
な
り
。
按
や
る
に
‘
篠
原
氏
の
仰
続
共
は
.
此

の
外
に
も
さ
ま

λ
¥見
h
た
れ
ど
、
今
悉
〈
之
を
服
せ
・
干
。
幼
年
の

頃
よ
り
筑
性
の
高
き
事
知
ら
れ
.
殊
に
モ
の
一
族
ま
で
も
モ
の
祭
主

う
け
た
り
と
い
ふ
ペ
し
。

O
山
田
知
見
奮
第
井
侮
話

石
引
町
岩
倉
寺
由
来
牲
K
.
山
見
長
寸
八
年
K
篠
原
出
抑
制
町
山
間
如
見

と
一耳
ふ
人
の
屋
敷
口
筒
、
寺
山
地
立
仕
庭
、
究
永
七
年
出
湖
町
中
守
地
被
a

円
相
上
一
替
地
石
引
町
民
而
奔
倣
被
e
仰
付
-と
あ
り
。
按
・干る
に
.
山
岡

信
仰
不
ν
波
如
見
嫡
孫
山
間
仁
布
術
門
依
=若
銃
一
般
波
旅
之
歌
間
有

由
陀
て
予
陀
辞
預
‘
彼
者
成
長
し
て

.
F相
俳
-
任
一
造
官
一
知
を
も

ひ
ら
宮
巾
折
節
、
直
友
執
心
不
ν
越
に
図
っ
て
問
題
。
{
示
訊
民
存
阿

佐
之
箱
共
に
綱
利
卿
之
御
文
出
仰
に
有
ν
之
、
牡
丹
花
嫡
流
無
ν
同
州
都
可
v

知
。
民
存
法
師
は
歌
人
也
。
夢
路
へ
所
笠
之
殻
伺
。

2
9
v
 

う

ぐ

ひ

も

絡

が

香

を

し
む

羽

風

哉

宵

柏

依
ν
仰
良川町
之
-
記
了
。
布
如
見
法
師
閲
よ
り
一
所
不
住
之
人
に
し
て
.

叉
逃
容
と
成
り
て
京
綿
花
笠
り
.
共
の
後
武
州
到
a
江
戸
一
一
後
旅
少
三

郎
宅
に
て
絡
に
身
ま
か
り
詑
ぬ
。
子
ν
時
七
十
五
歳
。

飛
ほ
た
る
と
ゑ
き
か
ぬ
去
の
行
え
哉

芭

1f 

右
廿
拍
子
孫
末
々
に
成
り
、
如
何
成
る
筋
の
玉
か
づ
ら
か
け
て
も
知
ら

ぬ
枇
民
、
も
し
此
の
銃
の
駁
残
り
留
ら
ば
‘
心
得
給
へ
。
あ
な
か
し

と
。

尚
治
三
年
正
月
吉
辰

脇
町
九
兵
衛
芭
賢
入
道
如
鋭
判

山
本
基
府
筆
記
K
云
ふ
。
微
妙
公
は
、東
鑑
を
ば
寝
間
K
被
ν
鵠
ν
入
ν
候

て
.
御
目
の
党
め
て
被
畠成
御
山
田
候
内
御
覧
被
ν
成
、
折
L
K

女
中
岩
崎

紅
ど
御
前
へ
山両
候
筒
、
東
鑑
に
か
や
う
に
有
ν
之
と
被
ν
仰
候
へ
ば
、

モ
れ
陀
刷
出
じ
御
酬
明
巾
上
候
。
此
の
岩
崎
は
山
田
仁
お
衛
門
の
叔
母
に

企
部
官
蹴
志
巻
十

如
見
が
都
は
、
尚
治
三
年
陀
紀
服
せ
し
脇
問
如
鎖
自
記
K
、
郎
氏
物

語
相
仰
之
事
、
一
筆
堂
・
来
阿
如
見
e

古
倒
織
部
公
は
西
三
保
三
光
院

殿
也
e

源
氏
執
心
一
部
之
功
陀
d

錐
v
然
如
見
・
二
車
掌
仰
授
之
趣
鱗
糊

可
v
申
所
望
よ
り
、
度
々
煎
申
内
に
.
隔
殿
之
御
用
容
井
陀
口
決
不
ν時
間

如
見
被
物
詩
也
。
如
見
居
士
は
臨
州
位
入
、
局
主遊
客
↓
駄
遣
一

mk

志
深
く
‘
住
宅
を
不
v
求
、
図
々
流
一
蹴
し
て
、
所

A
K
於
て
人
々
の
税

し
み
不
ν
洩
.
E
L
ろ
ば
せ
風
流
に
し
て
無
欲
の
入
、
n
L
を
感
十
る
の

み
。
一
と
せ
芳
事
院
殿
自
子
江
戸
-加
州
へ
被
ν
話
ν
入
候
折
節
.
如
見
を

御
誘
引
有
っ
て
.
加
越
能
訓
地
獄
師
北
ハ
此
の
流
を
汲
む
出
品
飴
多
あ
り
。

幸
と
切
紙
仰
受
の
人
は
‘
予
一
人
と
先
ね
候
。
北
ハ
後
利
常
卿
袋
鋭
天

徳
院
殿
、
御
扶
持
人
と
な
り
、
官
女
鋭
岩
崎
と
一
耳
ふ
も
の
源
氏
相
仰
.

弟
子
陀
被
島
市
勺
批
年
金
保
に
在
慣
す
。
又
云
ふ
。
古
今
体
授
之
都
、

{一
万
訊
宗
柳

品
問
屋
常
信
布
野
和
白
不
芳
春
院
段
、牡
丹
花
財
都
民

存
麓
州
住
人
姿
生
町
道
徹
財
部
以
賞
・
同
宗
佐
如
見
芳
明
骨
院
殿
・

脇
問
九
兵
術
匹
以
比
山
間
仁
布
街
門
・
今
枝
氏
郁
也
友
・
奥
村
因
幡
和

盟
。
叉
云
ム
。
古
今
集
体
授
之
事
一
示
飢
開
設
労
様
院
殿
へ
石
野
和
泉

よ
り
依
v
上
v
之
、
如
見
古
今
集
体
授
元
組
挺
存
一
流
之
越
労
都
院
殴

被
i

一閃
召
及
一
依
a
御
恕
笠
-
桜
巾
施
、
宗
訊
問
世
u
如
ν
合
恥
付
節
一
勿
給
制
問
御

て
、
性
物
主
左
る
稜
見
巾
J
B
の
‘
山
間
如
見
が
娘
に
候
と
、
不
破
平

左
衛
門
附
承
ν
之
“
と
あ
り
。

O
禾
原
土
俵
孝
治
奮
邸

出
m
m
一
祈
町
二
格
町
雨
町
へ
か
け
そ
の
鶴
邸
な
り
と
い
ム
。
土
佐

宛
後
.
共
の
子
左
京
孝
政
此
の
第
地
陀
居
担
、
後
移
却
す
。
放
に
此

の
地
主
ば
永
原
左
京
扱
グ
屋
敷
と
呼
べ
り
。
按
・
干
る

K
.
土
佐
孝
治
の

父
赤
山
田
術
後
官
家
は
‘
若
名
久
兵
衛
と
椀
し
、
初
め
越
前
閥
今
庄
の

披
主
に
て
、
秀
吉
公
以
来
型
毘
・
録
の
聡
下
た
り
し
が
.
院
長
五
年
附
ヶ

似
合
戦
後
、
領
分
を
淡
牧
せ
ら
れ
、
利
長
卿
K
随
従
し
.
吾
が
務

士
と
成
り
た
り
。
立
文
寸
一
年
武
郎
左
京
由
緒
艇
に
云
ふ
。
組
父
赤

座
備
後
、
太
閤
桜
御
朱
印
頂
戴
致
し
.
越
前
今
庄
K
罷
在
刻
よ
り
大

納
言
明
制
古
肥
前
様
御
恕
陀
而
.
上
方
御
上
下
之
度
々
御
版
被
ν
紙、

側
，原
御
附
以
後
御
閣
へ
被
u

拐
容
一
七
千
石
被
ν
下
.
松
任
，城
陀
総

有
。
共
の
後
金
滞
へ
引
越
‘
総
長
十

一
年
相
川
町
て
候
。
と
見
・
口
、
=
一
州

志
古
域
考
一周
註
に
.
総
長
六
年
端
能
公
之

E
招
古
伝
千
石
を
賜
ひ
.

松
任
披
民
泣
か
せ
ら
れ
，
同
十
一
年
三
月
越
中
大
門
洪
水
の
時
.
飛

距
柑
陀
て
渉
り
誤
っ
て
溺
死
す
。

と
あ
り
。
こ
伐
土
佐
孝
治
遺
知
七
千

石
相
縦
し
.
大
坂
附
の
後
利
常
卿
の
内
命
に
依
っ
て
.
赤
邸
を
改
め




